
認定こども園シンポジウム実績（H２３～Ｒ６）
年度 23 24 25 26 27

開催日 平成23年11月19日(土) 平成24年8月4日(土) 平成25年8月31日(土) 平成26年8月2日(土) 平成27年8月29日(土)
開催場所 姫路市文化センター ANAクラウンプラザ神戸 姫路キャッスルホテル ANAクラウンプラザホテル 兵庫県私学会館
出席者数 約350人 約500人 約360人 約400人 約250人

出席者
近畿・中国・四国の認定こども園(又は認定こども
園を希望する保育所・幼稚園)の教職員、行政関
係者

近畿・中国・四国の認定こども園(又は認定こども
園を希望する保育所・幼稚園)の教職員、行政関
係者

近畿・中国・四国の認定こども園(又は認定こども
園を希望する保育所・幼稚園)の教職員、行政関
係者

近畿・中国・四国の認定こども園(又は認定こど
も園を希望する保育所・幼稚園)の教職員、行政
関係者

近畿・中国・四国の認定こども園(又は認定こど
も園を希望する保育所・幼稚園)の教職員、行
政関係者

１　行政説明 １　事例発表① １　行政説明 １　行政説明 １　行政説明
「子ども・子育て新システムについて」 　「これからの園経営を考える」 　「子ども・子育て支援新制度について」 　「子ども・子育て支援新制度について」 　「子ども・子育て支援新制度について」

　藤原　朋子　内閣府政策統括官付参事官
　　　（少子化対策担当）

　認定こども園立花愛の園幼稚園
　　濱名　浩園長

　長田　浩志　内閣府政策統括官付参事官
　　　　　　　　　（少子化対策担当）

　林　俊宏　文部科学省初等中等教育局
　　　　　　　 幼児教育課幼児教育企画官

　三谷　卓也　内閣府子ども・子育て本部
                   参事官（認定こども園担当）

２　基調講演 ２　事例発表② ２　講演 ２　講演 ２　講演

「子ども・子育て新システムの背景と目的 「移行施設から見た認定こども園の課題等」
　「子ども・子育て支援新制度と認定子ども
    園がもたらすもの」

　「新制度と認定こども園を活用して、子ども
    たちの未来を創る」

　「幼保連携型認定こども園教育・保育要領
    について」

　～子どもの発達を社会が保障する仕組を 認定こども園正蓮寺保育園・幼稚園 　山縣　文治　関西大学教授 　駒村　康平　慶応義塾大学教授 　矢藤　誠慈郎　岡崎女子大学教授
  目指して～」 高谷　俊英園長
　駒村　康平　慶応義塾大学教授
３　パネルディスカッション ３　講演
　「新システムに向けた認定子ども園の役割と課
題」

「子ども・子育て関連三法について」

コーディネーター
　吉田　正幸　(有)遊育代表取締役兼
　　　　　　　　発行人
パネリスト
　駒村　康平　慶応義塾大学教授
　古渡　一秀　全国認定こども園協会副代
                   表理事

　藤原　朋子　内閣府政策統括官付参事官

年度 28 29 30 31(R1) R3
開催日 平成28年8月27日(土) 平成29年9月2日(土) 平成30年8月25日(土) 令和元年9月7日(土) 令和3年8月21日(土)

開催場所 ラッセホール 神戸ポートピアホテル ホテルオークラ神戸 ANAクラウンプラザホテル神戸 オンライン開催
出席者数 約450人 約510人 約410人 約370人 約250人

出席者
認定こども園(又は認定こども園を希望する保育
所・幼稚園)の教職員、行政関係者

認定こども園(又は認定こども園を希望する保育
所・幼稚園)の教職員、行政関係者

認定こども園(又は認定こども園を希望する保育
所・幼稚園)の教職員、行政関係者

認定こども園(又は認定こども園を希望する保育
所・幼稚園)の教職員、行政関係者等

認定こども園(又は認定こども園を希望する保
育所・幼稚園)の教職員、行政関係者等

１　基調講演 １　基調講演 １　基調講演 １　基調講演 １　基調講演
　「幼保連携型認定こども園教育・保育要領の改
訂と今後の認定こども園の目指すもの」

　「幼保連携型認定こども園教育・保育要領改訂のポ
イントとこれからのこども園への期待」

　「これからのこども園への期待　～３法令改訂を
生かして～　」

　「ヒトの脳と心の発達を科学的にとらえる」 　「コロナ禍における保育の取り組み」

　無藤　隆　白梅学園大学教授 　汐見　稔幸　白梅学園大学学長 　大豆生田　啓友　玉川大学教育学部教授 　明和　政子　京都大学大学院教育学部教授 　榊原　洋一　お茶の水女子大学名誉教授
２　シンポジウム ２　幼保情報交換会Ⅰ ２　幼保情報交換会Ⅰ ２　幼保情報交換会Ⅰ ２　幼保情報交換会

「ひょうごの子どもたちを支える認定こども園」
　園長及び教職員参加者全員によるワークショッ
プ

　園長及び教職員参加者全員によるワークショッ
プ

　園長及び教職員等参加者全員によるワーク
ショップ

　パネリストによるパネルディスカッション

　コーディネーター
　～認定こども園の可能性、期待、課題等に関す
る情報共有～

①遊びの援助による教育の質の維持・向上
　～環境構成と保育者の援助の工夫を考える～

北野　幸子　神戸大学大学院准教授
　シンポジスト ②乳幼児教育・保育の質 ②子育て家庭の持つ課題と支援のあり方
小林　公正　兵庫県保育協会会長 ～評価の在り方を考える～ ①乳幼児教育・保育の提供について
濱名　浩   　兵庫県私立幼稚園協会理事長 ②幼児教育・保育の質の維持・向上について
大西　眞弓　兵庫県国公立幼稚園・こども園
                 長会会長

３　幼保情報交換会Ⅱ

幼保情報交換会Ⅰでの各グループ質問につい
３　グループ別幼保情報交換会 ３　幼保情報交換会Ⅱ ３　幼保情報交換会Ⅱ （進行）　 （コーディネーター）　

幼保情報交換会Ⅰでの各グループ質問について
のアドバイス共有～

幼保情報交換会Ⅰでの各グループ質問について
のアドバイス共有～

　北野　幸子　神戸大学大学院准教授 　北野　幸子　神戸大学大学院准教授

（進行）　 （進行）　 （アドバイザー） （パネリスト）
　北野　幸子　神戸大学大学院准教授 　北野　幸子　神戸大学大学院准教授 　明和　政子　京都大学大学院教育学部教授 笠矢　美香　加古川市立東神吉こども園園長
（アドバイザー） （アドバイザー） 　牛尾　祥子　神港みどり幼稚園園長 亀山　秀郎　認定こども園七松幼稚園理事長・園長

   汐見　稔幸　白梅学園大学学長    大豆生田　啓友　玉川大学教育学部教授 　藤池美智子　都台こども園園長 谷村　誠　　幼保連携型認定こども園　多夢の森理事長・園長

　谷村　誠　　幼保連携型認定こども園　多夢の森理事長・園長 藤本　恵美　三木市立よかわ認定こども園園長
　三輪由香里　津田このみ学園主幹保育教諭 松山　孝博　幼保連携型認定こども園千草こどもの園園長

　側垣　一也　ひかり保育園園長

内容

伊奈川　秀和　内閣府大臣官房少子化・
                    青少年対策審議官

内容

①子どもの人権を尊重し、一人ひとりを大切に
する乳幼児教育・保育とは

テーマ：『コロナ禍における乳幼児教育・保育
の保障について考える』

③アドバイザーにお伺いしたいこと



年度 R4 R5 R6 R7

開催日 令和4年8月27日(土) 令和５年8月19日（土） 令和7年1月12日（日） 令和7年9月6日（土）

開催場所 オンライン開催 神戸ポートピアホテル 神戸ポートピアホテル 神戸ポートピアホテル

出席者数 約140人 約200人 約200人 約200人

出席者
認定こども園(又は認定こども園を希望する保育
所・幼稚園)の教職員、行政関係者等

認定こども園(又は認定こども園を希望する保育
所・幼稚園)の教職員、行政関係者等

認定こども園(又は認定こども園を希望する
保育所・幼稚園)の教職員、行政関係者等

認定こども園(又は認定こども園を希望する
保育所・幼稚園)の教職員、行政関係者等

１　基調講演 1　基調講演 1　基調講演 1　基調講演
「これから求められる子どもの育ちと保育」
　井桁　容子

　森口　佑介　京都大学大学院准教授 　自見　はなこ　内閣府大臣政務官 　久保山　茂樹　 保育SoW（Sense of Wonder）ラボ　代表

２　幼保情報交換会 ２　幼保情報交換会
園長及び教職員参加者全員による ワークショップ 　山懸　文治　関西大学人間健康学部教授 園長及び教職員参加者全員によるワークショップ

２　幼保情報交換会 ２　幼保情報交換会
園長及び教職員参加者全員による ワークショップ 園長及び教職員参加者全員による ワークショップ

（コーディネーター）
　北野　幸子　神戸大学大学院教授

（進行） （進行） （コーディネーター）
　北野　幸子　神戸大学大学院教授 　北野　幸子　神戸大学大学院教授 　北野　幸子　神戸大学大学院教授

内容

　「保育の格差と未来に生きる力」 「『こどもまんなか』社会の実現に向けて」
「インクルーシブな保育で『共生社会の担い手』を
育む～子どもの視点で保育を見直しながら～」

「子どもの人権と不適切な保育」
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所
インクルーシブ教育システム推進センター
上席総括研究員（兼）センター長

①「保育人材の確保と定着、
　　育成に関する課題と工夫」

②「3歳未満児保育の質の維持・向上と、家庭
との連携協働の在り方について考える」

「すべての子どもへの質の高い保育を提供する
ために、工夫していること、課題と感じているこ

「一人ひとりの子どもの個性と、それぞれの家庭
の背景を踏まえた保育の実態、課題等」

「これから求められる子どもの育ちと保育につい
て各園で工夫していることや抱えている課題等」


